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生化学研究部門

竹中 修 ･景山 節･
中村 仲 ･浅岡一雄

研究概要

1) DNA多型解析による霊長類の父子判定

井上美穂l)･川本咲江2)･

高崎浩幸3)･竹中 修

ミニサテライトと称されるDNA上の超可変領

域の解析によりニホンザル,パタスモンキーの父

子判定を行ってきた｡ミニサテライ トは縦列反復

配列の単位が十数から数十の塩基配列であるが,

最近その単位がグアニン (G)とチミン (T)で

ある例も変異性が高いとの報告が多い｡この場合

反復配列のサイズが小さいのでDNA合成酵素連

鎖反応 (PCR)法によりそのようなDNA領域を

増幅することができる｡そこでチンパ ンジーDN

AからGT反復配列を持っ領域をクローニングし

塩基配列を決定し,PCRプライマーのオリゴ不ク

レオチドを化学的に合成した｡この方法によれば

糞の表面の腸管細胞や払維質食物のシガミカスを

試料とする事が可能である｡この方法で三和化学

やポッソーのチンパンジーグループで父子判定を

行っている｡

ニホンザルでも死亡個休で過去に採血した小量

の血液試料や皮革標本しか残っていない場合もあ

るので,上記GTジヌクレオチドリピートのクロー

ニングを行った｡プライマーの多くがマカク,ヒ

ヒ,ミドリザル,バタスモンキーに応用可能であ

ることが解った｡

2) マカカ屈のグロビン遺伝子

竹中晃子4)･竹中 修

塩基配列を判定したカニクイザルのαグロビン

遺伝子領域 9kbについて ドットマ トリックス法

等のソフトウエアによる遺伝子解析でカニクイザ

ルとヒトの間で多数のDNA領域が挿入,欠失等

ダイナミックに変化していることが明らかになっ

た｡またmRNAのノーザンハイブリッド分析に

より,カニクイザルで発見されたプロセスト迫伝

子の元の活性な退伝子は脳,肝臓,腎臓等の器管

で発現していることを明らかにした｡発現ベクター

1)大学院生

2)技術補佐L1

3)研修員.現岡山理科大

4)研鱈員.現名古屋文理短大
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に組み込んで合成させたタンパク質の分析を開始

した｡

3) ペプシノゲンとペプシンの構造 ･機能 ･進

化

長山 節

ペプシノゲンの遺伝子構造とその発現機構に関

する研究を継続した｡ニホンザルのDNAのEMB

L3をベクターとしたライブラリーを作製 した.

すでに得られているcDNAをプローブとしてスク

リーニングし,3個のペプシノゲン遺伝子を単離

した｡これらの構造決定を,特に5'端の発現調

節領域を中心にこ行っている｡またペプシンに近

縁な細胞内プロテアーゼであるカテプシンEにつ

いて,精製,cDNAクローニング,諸性質の検討

を行った｡

4) 霊長類の止血 ･免疫機構

中村 伸

血液凝B]系の開始因子 ･組続因子 (TF)の発

現 ･生成に関する分子細胞生物学的な研究として,

マクロファージ細胞表面でのTFの発現調節機序

について検討した｡TFの構造一機能相関に関す

るタンパク質工学的研究の一環として,退伝子組

換体 (rTF1-219)を作成しTF分子内のⅤⅠⅠ(ⅤⅠIa)

因子結合部位を解析した｡

ニホンザルの花粉症に関する血清疫学調査なら

びに,花粉アレルギーの実験 ･研究モデルの作出

についての研究を進めた｡ニホンザルのスギ特異

的IgE抗体の保有率は,ヒトと異なり過去10-20

年間での急増は認められず, その要因として寄

生虫感染との関連が示唆された｡

5) 霊長類特異酵素の研究

浅岡一雄

霊長類で特異的に出現,消失する酵素に関しての

検索と.精製した酵素の性質の検討を続けている｡

91年10月よりケニヤ国ナイロビにある霊長類研究

所に梓在し,ガラゴを中心に研究を進めている｡
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系統研究部門

野上裕生 ･瀬戸口烈司･相見 満

研究概要

1)霊長頬の歯の組織学的研究

野上裕生 ･相見 満

歯のエナメル質にみとめられる成長の周期を吟味

し,従来の5-7日周期の不合理性を指摘した｡

2)インドネシアにおける第四紀霊長頬の研究

相見 満

インドネシアの現生および化石霊長頬の系統 ･

進化 ･分類について,詳細な研究をおこなった.

3)南アメリカにおける第三紀霊長類の研究

野上裕生 ･瀬戸口烈司 ･高井正成1)

コロンビア国を中心に,中新世の地層の発掘調

査がおこなわれ,保存良好な歯が多塁に発見され,

その系統的記載がなされている｡

4)北アメリカにおける中生代嘱乳頬の研究

瀬戸口烈司

アメリカ合衆国モンタナ州の白亜紀の地層で発

掘調査を実施した｡恐竜化石は多量に発見できた

が,嘱乳頬化石はまだ発見できていない｡

5) 南アメリカにおけるティティ属の形態学的

1)大学院生
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